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組みたてられる。細密に描かれたイメージは一枚の画布から飛躍し、また別の画布の空間に接続するよう
に仕向けられる。無意識というものの広がりの先端を、毛束の先端に見立てるかのようでもある。延び広
がる毛先は、視線の経路として認識される。だが目から入る情報と裏腹に、観客の体は実際の経路の板の
突き当たりにぶつからないように動かなくてはならない。観客の目のピントを絶え間なく変えさせ、身体
感覚を「失調させる」こと。ロジェ・カイヨワの「ミミクリ（擬態）」「イリンクス（眩暈）」を重ね合わ
せ、「虚構の中に虚構を作るメタフィクション性を空間に取り入れる」こと。論文中では、そのような自
作の目的について触れられている。 
独特な描画の繊細さや鮮やかな色彩感覚で繰り広げられたインスタレーションは美しく、彼女の美質
がよく発揮されている。同時に、ひとまとまりの作品としてまだ情報量が多く欲張りすぎている感も否め
ない。 
審査員からは「虚構の中に虚構を作るメタフィクション性を空間に取り入れる」意図が、若干図式的に
表現されすぎているという指摘もなされた。展示の仕方、構成の仕方が、今後の課題である。 
だが細部を一つ一つ見ると、数年をかけた労作ということが十分に伝わってくる。また小林の特質と魅
力は随所に発揮されており、作品は高く評価された。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
後期博士課程油画領域学生、小林あずさの論文発表、博士修了作品展及びその本審査は2020年12月14日
大学美術館3階の修了作品の前で行われた。同日論文発表の後に引き続き同館内別室に於いて本学生の
終審査を行った。同審査は、主査O JUN、論文第一副査に伊藤俊治教授、作品第一副査に齋藤芽生准教授、
副査に坂口寛敏名誉教授の４名で行われた。 
本論文は筆者（作家）自身の制作を軸にその制作方法がこれまでの美術家たちの表現形式や作品からど
のような影響を受けつつ自作に繋げ、今後の展開への可能性を探ると同時に美術そのものが担う役割、意
味をこれまでの様々な表現ジャンル、運動、形式を広角的に引用しつつ歴史的文脈の中であらためて問う
ことで自身の制作現場の座標を明らかにする試みとなっている。作品は絵画を主たるメディウムとして
制作し、そこには毛髪、階段、紐、迷路などのモチーフが複数の支持体に描かれている。それらの作品を
仮設の通路の壁体に展示されているなかを観客は移動しながら各々イメージを紡ぎ鑑賞するという遊戯
性の強いインスタレーションとなっている。 
論文「隔たりをつなげる―連続体としての美術制作」に於いては伊藤俊治先生から、論述される内容も
論考を重ねてはいるが尚、後半部に於いては粗削りな部分が多く、扱う事項や解釈についてはさらに精度
と論考の執拗さが求められるとの指摘があった。作品「分岐と合流」については齋藤芽生先生より、一点
一点の絵画作品はどれも丁寧に描き込まれ魅力的であり作者の絵画技術の高さをあらためて確認できた
と言われた。またそれぞれの図像的意味に連続性があるのかどうか、このような展示形式のなかではたし
て効果的にその点が成功しているかという指摘もあった。坂口寛敏先生からも、個々の作品のクオリティ
の高さがこの形式と構成のなかでまだ十二分に生かされていないところがあるとの指摘があった。主査
としても同様の意見を持った。修了展という限られた空間と条件のなかで展開するには厳しい面もある
ことは否めない。しかし迷宮のような通路で人がその中を遊ぶことを促すには、通路をつくる躯体壁の高
さが低くその為に人の視線が見晴らしが利き“迷えない”。それによって絵画作品への注視が散漫になり
鑑賞者は絵のイメージと通路の中で彷徨う自身を重ね合わせて特殊な体験を深めるには不十分であろう
と考える。 終審査でもそれらのことについて審議を重ね、また筆者（作者）に対してもこれからの制作
プランについて質疑がされた。しかしながら筆者（作者）は論考と実作品への指摘にも自覚的であり、そ
れぞれの問題点改良点にも積極性を見せた回答を示した。審査員はこれらを総合して論文、作品ともに若
干の課題を残しつつも博士号取得に相応しい水準に達しているものと判定し、小林あずさの博士審査を
合格とした。 
